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はじめに 
 
 本プロジェクトは、国際島嶼教育研究センター（島嶼研）が中心となって準備してきたプ

ロジェクトと法文学部が準備したプロジェクトに類似性があり、合同して行ってはという事

で、一つのプロジェクトとして令和 2 年度から 3 年度に実施されたものである。島嶼研のプ

ロジェクトには法文学部教員の一部も参加しているが理系中心の事業であり、法文学部のプ

ロジェクトは文系の事業であった。科学は研究が進めば進むほど専門化していくので、文理

融合といってもそれぞれの専門家が現在行うべきと考える内容には大きな隔たりがあること

が多い。そのため個々の研究教育活動はそれぞれ独自に行うことが多かったが、プロジェク

ト期間の中間と最後に実施したシンポジウムは合同で行い、それぞれが進めてきた個別の事

業について理解を深めあうことができた。またここに一つの報告書としてまとめることがで

きた。2 年間という短いプロジェクトであり、まだこれからも奄美群島における教育研究を

続けていく必要がある。この報告書が将来の活動の一助になれば幸いである。 
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